
市
立
病
院
を
良
く
す
る
会

が
集
め
た
署
名
は
、
九
四
八

〇
筆
、
地
域
医
療
を
守
る
会

は
一
万
一
九
七
二
筆
で
、
合

わ
せ
る
と
二
万
一
四
五
二
筆

に
も
な
り
ま
し
た
。

良
く
す
る
会
代
表
の
杉
田

実
さ
ん
は
、
「
短
期
間
で
も

こ
の
よ
う
に
沢
山
の
署
名
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
署

名
の
重
み
を
受
け
止
め
て
市

立
病
院
の
ベ
ッ
ド
を
廃
止
し

な
い
よ
う
求
め
ま
す
」
と
述

べ
て
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

沢
辺
市
長
は
、
「
こ

れ
か
ら
、
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材

し
、
読
売
、
朝
日
、

産
経
、
東
京
、
埼
玉

新
聞
と
文
化
新
聞
、

飯
能
テ
レ
ビ
が
報
道

し
ま
し
た
。

飯
能
市
の
ベ
ッ

ド
は
足
り
な
い

国
の
医
療
改
悪
の

中
で
、
民
間
も
含
め
て
病
院

経
営
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

病
院
も
、
ベ
ッ
ド
も
、
医
師

も
足
り
な
い
状
況
が
起
き
て

い
ま
す
。
高
齢
化
は
進
み
、

「
安
く
、
身
近
に
入
院
で
き

る
」
市
立
病
院
を
廃
止
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
立
病
院
を
良
く
す
る
会

で
は
、
引
き
続
き
、
署
名
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
だ
し
な
ど

の
宣
伝
活
動
、
住
民
懇
談
会

や
地
域
実
態
調
査
な
ど
に
も

取
り
組
み
、
飯
能
市
立
病
院

を
良
く
す
る
た
め
の
市
民
か

ら
の
提
言
を
ま
と
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
の
成
人
式
が
八
日

市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
七

七
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
千
四
十
六
名
が
成

人
を
迎
え
、
二
十
歳
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
友

達
同
士
で
艶
や
か
な
振
り

袖
姿
を
カ
メ
ラ
に
納
め
る

光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
市
内
の

囃
子
連
な
ど
に
参
加
し
、

今
年
、
成
人
を
迎
え
た
四

名
に
よ
る
、
賑
や
か
な
お

囃
子
で
幕
が
あ
き
ま
し
た
。

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

平
沼
利
明
さ
ん
は
「
祖
父
の

話
で
は
戦
時
中
は
仲
間
が
次
々

と
戦
場
へ
送
り
出
さ
れ
、
自

分
も
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な

か
っ
た
。
今
平
和
に
暮
ら
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
苦
し
さ

は
自
分
に
は
解
ら
な
い
が
世

の
中
を
本
当
に
平
和
に
し
て

い
く
努
力
を
し
て
行
き
た
い
、

ま
た
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ

る
方
々
が
退
職
を
迎
え
て
い

る
な
か
で
、
こ
れ
か
ら
は
自

分
た
ち
が
自
ら
行
動
し
世
の

中
を
動
か
せ
る
人
に
な
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

川
面
は
春
を
思
わ

せ
る
日
の
光
に
輝

い
て
い
ま
す
。
昨

年
の
お
正
月
は
氷

の
上
で
遊
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
姿
も
あ
っ

た
の
に
と
驚
い
て

し
ま
い
ま
す
。
水

が
多
い
の
は
暮
れ

と
お
正
月
に
爆
弾

低
気
圧
が
二
回
も
時
な
ら
ぬ

雨
を
降
ら
せ
た
か
ら
。
し
か

し
、
「
爆
弾
」
だ
な
ん
て
他

に
適
切
な
言
葉
が
な
い
の
で

し
ょ
う
か
▼
気
象
の
異
常
も

そ
う
で
す
が
、
二
十
五
日
開

会
予
定
の
通
常
国
会
も
心
配

で
す
。
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・

エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
な
ど

と
い
う
言
葉
で
ご
ま
か
そ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
何
時
間

働
い
て
も
残
業
代
を
支
払
わ

な
く
て
も
す
む
「
残
業
代
ゼ

ロ
制
度
」
を
法
制
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
安

倍
首
相
は
こ
の
制
度
が
で
き

れ
ば
、
長
時
間
労
働
が
な
く

な
っ
て
家
庭
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
、
少
子
化
対
策
に
役

立
つ
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
▼
厚
労
相
は
公
明
党
に
残

業
代
を
無
く
す
の
は
年
収
９

０
０
万
円
以
上
の
会
社
員
が

対
象
だ
と
説
明
し
て
、
一
般

の
労
働
者
に
は
関
係
な
い
こ

と
を
印
象
づ
け
、
世
論
の
分

断
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
だ
ま
さ
れ
た
ら
大
変

で
す
。
財
界
の
要
求
は
年
収

４
０
０
万
円
以
上
で
あ
り
、

制
度
さ
え
つ
く
っ
て
し
ま
え

ば
ど
う
に
で
も
な
る
と
考
え

て
い
る
の
で
す
か
ら
。
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飯
能
市
成
人
式
、
１
０
４
６
名

新
た
に
大
人
の
仲
間
入
り

（日）正午 開会

会場が変更になりました
市民会館地下展示室です

第一部 国会情勢報告

第二部 文化行事、交流

津軽三味線、マジックショー

各後援会の出し物など

主催：日本共産党飯能市委員会・同後援会

病
院
職
員
や
住
民
な
ど
で
結
成
さ
れ
た
、
「
飯
能
市
立
病

院
を
良
く
す
る
会
」
は
、
こ
の
間
、
二
回
の
学
習
会
と
署
名

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
自
治
連
の
吾
野
・
東
吾
野
・

原
市
場
・
南
高
麗
・
名
栗
の
五
支
部
で
構
成
す
る
「
地
域
医

療
を
守
る
会
」
も
署
名
に
取
り
組
み
、
二
つ
の
会
は
、
こ
の

署
名
を
十
二
月
二
七
日
に
沢
辺
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び

十
二
月
二
四
日
付
け
新
飯
能
で

「
住
民
票
な
ど
一
五
〇
円
か
ら

二
〇
〇
円
に
」
の
記
事
中
「
戸

籍
謄
本
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
「
印
鑑
登
録
証
明
」
な
ど

に
訂
正
し
ま
す
。



保 育 所 名 定 員 新 規 希 望 希 望 合 計

第 一 保 育 所 9 0 1 0 5 8
八 幡 保 育 所 1 0 0 1 8 8 7
第 二 区 保 育 所 6 0 1 0 4 6
富 士 見 保 育 所 1 0 0 2 5 1 0 8
浅 間 保 育 所 1 0 0 1 6 9 2
加 治 保 育 所 6 0 1 6 6 9
加 治 東 保 育 所 1 0 0 1 7 9 8
美 杉 台 保 育 所 1 0 0 3 6 1 2 7
吾 野 保 育 所 4 5 8 2 9
東 吾 野 保 育 所 4 5 0 1 8
原 市 場 保 育 所 1 0 0 7 5 9
す ぎ の こ 保 育 園 6 0 2 7 8 3
白 鳥 保 育 園 3 0 6 2 2
ぽ か ぽ か 保 育 園 4 0 2 4 2 8
総 合 計 1 0 3 0 2 2 0 9 2 4

長
引
く
不
況
に
加
え
、
失
業
、

低
賃
金
、
派
遣
な
ど
の
不
安

定
雇
用
を
今
の
政
治
が
生
み

出
し
て
い
る
こ
と
に
、
ふ
つ

ふ
つ
と
市
民
の
怒
り
の
声
が

わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
貧
困

打
開
、
暮
ら
し
を
守
る
国
民

的
運
動
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
を
掲
載
し
ま
す
。

飯
能
民
主
商
工
会(

山
下
由

治
会
長
）
は
、
一
九
六
三
年

二
月
、
川
越
は
つ
か
り
民
商

飯
能
支
部
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
八
月
に
は
、
高
麗

川
で
盛
大
に
夏
祭
り
を
行
い
、

以
来
恒
例
に
。

し
か
し
、
こ
の
年
九
月
に

は
川
越
で
三
十
三
人
、
飯
能

で
七
人
に
不
当
税
務
調
査
が

行
わ
れ
、
執
拗
に
退
会
を
迫

る
な
ど
の
攻
撃
が
く
り
返
さ

れ
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て

は
団
結
し
弾
圧
を
は
ね
の
け
、

仲
間
を
増
や
し
て
前
進
し
て

き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
一
九
七
四
年
四

月
、
会
員
一
九
一
名
、
故
松

尾
辰
吉
会
長
、
吉
村
勝
春
事

務
局
長
を
選
出
し
、
川
越
は

つ
か
り
民
商
か
ら
分
離
独
立
。

税
金
問
題
を
運
動
の
中
心
に

す
え
、
融
資
や
許
可
申
請
、

家
族
ぐ
る
み
の
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
活
発
に
行
い
、
右

肩
上
が
り
の
日
本
経
済
と
同

様
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
バ
ブ

ル
の
崩
壊
、
戦
後
最
大
の
不

況
の
中
で
、
工
賃
の
低
下
、

銀
行
の
貸
し
渋
り
な
ど
、
中

小
業
者
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
き
び
し
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

サ
ラ
金
、
商
工
ロ
ー
ン
の
被

害
に
合
っ
た
人
の
相
談
が
急

増
し
、
民
商
内
に
、
役
員
さ

ん
を
中
心
に
し
て
、
多
重
債

務
者
の
相
談
や
解
決
へ
の
道

す
じ
を
一
緒
に
考
え
る
会
、

「
清
流
道
場
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

「
清
流
道
場
」
（
大
沢
明
会

長
）
は
、
二
〇
〇
二
年
八
月

に
開
設
さ
れ
、
弁
護
士
と
連

携
し
な
が
ら
、
「
多
重
債
務
」

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て
、

毎
週
水
曜
日
の
夜
、
事
務
所

で
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
設
以
来
、
相
談
件
数
は
二

四
五
件
、
参
加
人
数
一
三
六

四
人
。
過
払
い
返
還
請
求
八

十
八
件
、
約
七
千
万
円
。
破

産
申
し
立
て
四
十
七
件
、
約

三
億
三
千
万
円
。
ヤ
ミ
金
解

決
八
件
な
ど
傑
出
し
て
い
ま

す
。相

談
は
、
飯
能
民
主
商
工

会
内

℡
九
七
二-

四
四
三
二

ま
で
。

十
九
年
度
の
保
育
所
入
所

希
望
の
状
況
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
四

月
に
は
、
新
た

に
、
ぽ
か
ぽ
か

保
育
園
（
代
表

都
築
公
子
さ
ん
）

が
開
園
し
公
立

十
一
ヶ
所
、
民

間
三
ヶ
所
と
な

り
、
乳
児
の
受

け
入
れ
枠
が
拡

大
し
ま
す
。

保
育
所
入
所

児
童
の
定
員
が

一
〇
三
〇
名
に

対
し
希
望
者
が

九
二
四
名
と
全
体
的
に
は
定

員
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

深
刻
な
少
子
化
の
影
響
で
し
ょ

う
か
？

し
か
し
、
不
況
や
低
賃
金

な
ど
で
預
け
て
働
き
た
い
と

い
う
家
庭
が
増
え
待
機
児
童

が
約
五
〇
名
、
特
に
八
幡
、

富
士
見
、
加
治
、
美
杉
台
、

吾
野
、
す
ぎ
の
こ
保
育
園
の

待
機
児
童
は
三
歳
未
満
児
で
、

全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま

す
。
職
員
配
置
や
施
設
整
備

な
ど
積
極
的
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

２００７年１月１４日 ＮＯ．１５５６

今
が
出
番
で
す
！

中
小
業
者
の
か
け
込
み
寺

飯
能
民
主
商
工
会

映
画

ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん

１
月
２
０
日
（
土
）

午
後
６
時
４
５
開
会

飯
能
市
民
会
館
２
０
２

参
加
費

一
般
５
０
０
円

高
校
生
３
０
０
円

小
中
学
生
：
無
料

映
画
サ
ー
ク
ル･
ダ
ー
ち
ゃ
ん
の
会

２月１２日（月・休日）
午後２時～

飯能市・富士見公民館（第一学習室）

講師 葛西 建治さん 元新聞労連書記長

新聞社での体験を交えて、現在のマスコミ事

情をリアルにお話されます。どなたでもお聞

きになれます。 資料代２００円

主催：日高・飯能民主文庫の会

１９年度保育所入所希望児童数(19/1/11)

待
機
児
童
５
０
人
も

保
育
所
・
園
入
所
希
望
状
況

と き２月１８日（日） 午前１０時～午後３時

ところ 宮本会館（本町・高橋ストアー隣り）

リストラ、サラ金、不払い、年金、国保税滞納、生活保

護など何でもお気軽にご相談ください。

弁護士、税理士、社会保険労務士など法律・税務・年金

などの専門家と日本共産党の４名の市議会議員が対応しま

す。

共催：飯能民商、飯能日高土建飯能支部、清流道場

日本共産党飯能市議団

餅
つ
き
に
よ
る
交
流


